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‘‘ＳＨＩＲＡＳＵ'，isdistributedchienyinsouthKyロshnandconsistsofvolcanicash,pumice

andothermaterials・ＳＨＩＲＡＳＵ，ｓｌａｋｅｄｌｉｍｅａｎｄｎｙａｓｈｗｅｒｅｕｓｅｄａｓｒaWmaterialsofthe

Porouslightweightautoclavedbodies・ThePorouslightweightautoclavedbodieswerepre‐

paredasfollow；ｍｉｘｉｎｇｒａｔｉｏｏｆＳＨＩＲＡＳＵ：ｓｌａｋｅｄｌｉｍｅ：Ｈｙａｓｈ＝0.7～1.5：１：０～0.5,

mixingwater（addedsmallamountofNaOH,Ａ１（H2PO4)３etc｡）６５％，

Ａｌｐｏｗｄｅｒ0.15～0.20％，curingpressurelOkg/cm2curingtime8hrs・Resultsareasfol-

low；bulkdensityO､60～0.72,waterabsorption48～95％,compressivestrength3､2～22.7ｋｇ/cm2，

bendingstrength1.5～10.4ｋｇ/cm2．

のあることを知った．
１．緒言

木報ではこれらの実験結果を基礎とし，シラスと石

前報')2)3M)までは主として加ﾉー E成形オートクレーブ灰の調合比を１：１とし，養生圧力10気圧，養生時間

硬化体について実験を行い，シラスと石灰の調合比，を８時間とした場合の発泡オートクレーブ硬化体の性
養生圧力，養生時間などの最適条件の決定とリン酸ア 質について報告する．

ルミニウムあるいはフライアッシュの添加がオートク

レーブ硬化体の強度におよぼす影響について検討し ２．原料

た．その結果，シラスと石灰の調合比は１：１～３：１， 本実験に用いたシラスは鹿児島市郡元町唐湊産のも

養生時間は８～１０時間が経済性も考慮に入れて最適ので磁製ポットミルで粉砕後富士アトマイザーで微粉

条件であり，シラスの一部をフライアッシュに置き換砕したものである．フライアッシュは九州電力ＫＫ製

えることや，混練水に僅少のリン酸アルミニウムを添のもので消石灰は市販品を用いた。各種原料の化学組

加することはオートクレーブ硬化体の強度増進に効果成を表１に，物理的性質を表２に示した．

表１原料の化学成分（％）
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強度と

表３発泡オートクーブ硬化体の強度と物理的性質

１：１～1.5：１とし，シラスの一部をフライアッシュ

に置きかえた．発泡剤としてアルミニウム粉末を用

い，その量は粉末全量の0,15～0.20％とした。また

発泡,促進剤としてカセイソーダを用い，固形分として

粉末全量の0.2％を添加した．気泡安定剤サポニンは

粉末原料の0.2～0.5％，気泡分散剤としてハイトッ

プを0.3％を用いた．

まず，消石灰とシラスをモルタルミキサー中で低速

(140ｒｐｍ.）で空練りし，これにサポニンと水酸化ナ

トリウムを溶した水溶液を加えて高速(280r・p.m.）で

表２原料の粉末度
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Ｚ･実験および実験結果

発泡オートクレーブ硬化体の絶乾比重が約０．７に

なるように調合した．シラスと消石灰の調合割合は
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図１発泡オートクレーブ硬化体試作プロセス

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
３
０
５
０
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

。
■
Ｐ
■
■
Ｐ
Ｕ
。
■
■
●
合
巳
や
●
？
■
●
０
●
●
●
■
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

(％）
灰ス

養
生
条
件

試

１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

●
Ｇ
●
●
●
甲
●
●
巳
。
。
●
■
■
■
由
●
●
？
■
●
■
凸
●
ｂ
ｅ
③
申
●
●
合
ｐ
。
●
●
◆
色
色
ｂ
●
●
●
ｐ
■
各
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
■
■
■
●
。
■
■
●
●
●
●
■
●
●
■
■
■
●
■
■
巳
①

８
４
５
２
３
４
０
４
６
１
０
９
５
４
６
０
５
３
７
５
９
４
５
５

４
５
６
６
５
６
６
７
６
７
９
８
８
７
８
９
６
８
８
９
８
８
９
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
６
２
０
０
８
２
３
７
８
６
５
２
５
７
４
９
０
２
７
７
２
１
７

０
０
１
１
１
０
１
１
１
０
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１

■
●
■
■
■
●
□
■
■
■
■
凸
■
●
●
Ｕ
●
■
■
●
。
●
町
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

プ
ラ
イ
ア

２
９
８
８
２
６
０
５
１
３
１
１
６
６
３
０
７
－
０
０
０
２
１
２
０

７
６
６
６
７
６
７
６
７
６
６
６
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６

■
●
●
●
ａ
曲
⑧
曲
。
画
●
早
昏
昌
令
■
■
●
●
ｂ
■
●
●
缶

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｏ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

５
５
０
０
５
５
０
０
５
５
０
０
５
５
０
０
５
５
０
０
５
５
０
０

１
１
２
２
１
１
２
２
１
１
２
２
１
１
２
２
１
１
２
２
１
１
２
２

▲
昨
●
凸
■
■
●
●
■
■
■
●
■
■
の
●
●
ｃ
ｃ
凸
●
●
＆
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０



Ｓ､Ｓ

島田・久米・小牧：シラスの工業的利用に関する研究（第５報） 3５

rｎ.ｓ

３ ．総括

（１）シラスと消石灰を主原料とし，発泡オートク

レーブ硬化体の絶乾比重０．６～0.7のものを得るには

次のような条件が適当である．

消石灰：シラスの調合比１：１～１：１．５

水/粉比６５％

アルミニウム粉末添加量0.15％

水酸化ナトリウム（固形として）0.3％

サポニン（固形として）0.15～0.2％

30秒間混練し，最後にアルミニウム粉末とハイトッ

プを混入した水を添加して高速で１分間混練する．

混練後，直ちに流動パラフィンを塗布した鉄製型枠

(10×30×５ｃｍ）にスラリーを震動させながら流し込

み成型を行う．成型後24時間を経て型枠に入れたまま

前報')のオートクレーブ中に設置し，養生圧力１０ｋｇ／

cm2，養生時間８時間の条件で高圧水蒸気養生を行

う．これら発泡オートクレーブの試作プロセスを図１

に示した．

養生後の供試体は水中に２４時間放置して飽水状態

としたのち，表乾して表乾重量を測定し，さらに空気

乾燥器中105℃に２４時間保持して絶乾状態としたの

ち絶乾重量を測定した．表乾および絶乾重量から絶乾

比重，表乾比重および吸水率を測定した．

なお，絶乾および表乾試料について圧縮強度および

,||,げ強度を測定した．これらの試料の物理的，機械的

性質の測定結果を表３に示した．表中の数値はいずれ

も供試体３個の平均値である．

なお，この実験においては，水/粉比65％，水酸化

ナトリウム添加量0.2％，重リン酸アルミニウム添加

量0.1％，ハイトップ添加量０．３％，養生圧力１０気圧

および養生時間８時間と一定の条件であって，（Ａ）

アルミニウム粉末添加量，（B）サポニン添加量およ

び（Ｃ）淵合比を変化させた．したがって，（Ａ)，

(B）および（Ｃ）を変動要因にとり，分散分析の手法

にしたがって３要因の主効果および各彊因間の交互作

用を検討した．

表４は圧縮強度（絶乾時）について分散分析した結

果であるが，アルミニウム粉末の添加量および凋合比

は雁縮強度に対して高度に有意差があるばかりでな

く，その交互作用も有意である．サポニンの添加量

(ここでは0.20影と0.2％）では有意差は認められな

い．

表４絶乾圧縮強度に対する分散分析

ハイトップ（表而活'性剤）0.3％

養生圧力１０ｋｇ/ｃｍ２

養生時間８hrs、

このような条件で試作したものには,絶乾比重0.6,

最高爪縮強度２３ｋｇ/cm2，最高曲げ強度１０ｋｇ/cm2，

吸水牢60％のものも得られた．

（２）分散分析の結果，アルミニウム粉末の添加量

および調合比は強度に対して高度に有意差があるばか

りでなく，その交互作用も有意である．サボニンの添

加は強度とは有意差は認められない．

（３）シラスの一部をフライアッシュにおきかえる

ことは強度増進に寄与するがそれには限度がある．す

なわち，フライアッシュの添加量が増すと，スラリー

を型に入れ発泡させたのち，気泡が鉛直方向につぶれ

て水平亀装を生じ易くなる傾向が認められた．

本研究費の一部は未開発資源企業化対策協議会によ

るもので，実験の一部を担当された』恒松君，馬場君お

よび藤'匿君の労を感謝します．
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